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はじめに  

 9 月 21 日～22 日の 1 泊 2 日で伊豆大島を訪れた。伊豆大島は関東近郊で最も活動的な

火山の一つであり、火山噴火に関する見所も多い。今回は伊豆大島の噴火史を確認しなが

ら見所をまわり、それぞれの噴火の様子を理解する。また 1986 年噴火の溶岩について調

査を行い、噴火の様子を再現する。これは 7 人のレポートをまとめたものである。 

 

地図  

「関東・甲信越の火山Ⅱ 高橋正樹・小林哲夫 編 築地書館」より  
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伊豆大島の噴火史の概略  

１． 伊豆大島ができる前、ここには３つの火山島（岡田火山・行者窟火山・筆島火山）

が存在した。78 万年前から 3 万年前の間に成立したと考えられる。 

２． 3 万年前、現在の位置に伊豆大島が成立し、３つの火山を覆うように成長した。 

３． 1450 年前、大規模な岩屑なだれが発生。現在のカルデラが形成された。 

伊豆大島となってからは 100～200 年に一度の割合で激しい噴火を繰り返している。 

 

9／21（火） 
7:30 竹芝客船ターミナル集合。超高速ジェット船で大島に向かう。1 時間 45 分という

短時間で、伊豆大島・岡田港に到着した。夜行の大型船だと結構揺れるという話だったが、

この船は全く揺れなかった。 

 

① 筆島 
大島ができる前に存在した火山の一つ、筆島火山があったところ。波の侵食によって火

山体のほとんどは失われ、中央の火道（マグマの通り道）だけが残って島となっている。 

周囲は黒い岩の絶壁となっている。近づいてみると黒い玄武岩の溶岩で、岩石中にはた

くさんの気泡が見られる。また、岩ではなく小さな礫がぎっしり詰まったようなところも

あり、これも火山噴火の際に噴出したものである。色が赤くなっているのは、火口に近い

ために噴火の際に長い間高温にさらされ、表面の鉄が酸化されたものだそうだ。 

  
図２筆島の周囲は黒い岩壁になっている  図３赤い壁の部分は火山性の礫が見える 

 
火山は固い溶岩の塊と思っていたが、このような軽石の積み重なった部分もとても多く、

山全体としてはスカスカの状態だそうだ。そのため雨水も地下に潜りやすく、麓から湧水

が出るのはそのためらしい。そして海水による侵食によって軽石の積もった場所のほとん

どは失われ、中央の溶岩が詰まったところだけが残って筆島となった。 

遊歩道のある筆島の南側海岸には、きれいな縞模様の見える地層がある。特に斜交層理

と呼ばれる構造は、流れのある水底でないとできない構造だそうだ。つまりここは、かつ

て土砂が海底に流れ込む河口のような場所と思われる。また、白い軽石の厚い層があり、

周囲の岩石が黒っぽいためよく目立つ。筆島火山が白っぽい噴出物を出していた時代もあ

ったのだろうか。 



  
 図４流れのある水底で積もった砂岩層  図５白い層は凝灰岩で現在の大島にはない 

 
② 波浮港 
波浮港は過去の水蒸気爆発で生じた爆裂火口が、地震による津波で崖が崩れて海とつな

がってできた湾である。このような地形をマールという。現在は静かな港であるが、1986

年の噴火時には海水の変色を生じるなど現在も活動の可能性を残す場所である。 

 
図６ 波浮港展望台から見た波浮港 

  
図７ 水蒸気爆発の際に生じた堆積物     図８ 直径１ｍもの巨礫が埋まっている 

人間の左、大きな岩塊が見える     角張っているのは空中を飛んできた証拠 



マグマが海水や地下水に触れると、水が急激に蒸発することで大爆発を生じる。これを

水蒸気爆発という。水蒸気爆発の際には周囲の岩盤を吹き飛ばすので、吹き飛ばされた岩

石屑が周辺につもり、大小さまざまな岩石片が地層中に含まれている。中には直径が１ｍ

を越す巨大な礫もある。こんな巨大な岩石が吹き飛ばされるのだから、爆発の威力は非常

に凄まじいのだろう。 

 

③ 千波の地層切断面 
道路沿いに突然、雄大な地層が現れた。バームクーヘンという愛称のあるこの地層は、

道路工事の際に現れた露頭を長年保存してあるもので、道路に沿って 500ｍ以上、高さ 20

ｍ以上はある。茶色の縞と白の縞が何十層も繰り返しており、数えてみると 50～60 層は

あった。一つ一つの層は 40～50cm もあるので、それぞれが相当な規模の噴火だといえる。  

  
図９・１０地層切断面（左写真の人間の大きさと比較するとスケールの大きさがわかる） 

  
図１１ スコリアと呼ばれる黒い軽石     図１２ 地層が侵食で切られ 

別の層に被われている 

 

一つ一つの地層は細かい火山灰や粗い火山礫が積もってできている。地層が大きく曲が

っているのは地層が褶曲を受けたのではなく、空中を飛んできた火山灰や火山礫が、地表

の凹凸をそのまま等しい厚みで被うのでできるのだそうだ。ところによっては、地層が侵

食で削られたり、その上に別の層が積もって不整合となっているところもある。 

下方の厚いスコリア層の年代が 1.4 万年前ということなので、全体が 1.5 万年の間に 50



の層が積もったとすると、噴火の間隔は 300 年ということになる。これは数十 cm の灰や

礫を積もらせる噴火の間隔で、この間もスケールの小さな噴火は繰り返し起こっているだ

ろう。1986 年の噴火は相当大規模の噴火のように思っていたが、数十 cm もの灰や礫をま

んべんなく積もらせるような噴火とはどのようなものだろうか。それが 50 回以上となる

と、ちょっと想像がつかない。 

 

④ 乳ヶ崎 
ここでは最初の筆島とよく似た古い火山（岡田火山）の溶岩と噴出物が見られた。薄い

平行な地層が現れているところもあれば、溶岩が見られるところもあった。薄い平行な地

層は水底での堆積物であるらしい。やはりここも、海岸付近にマグマが噴出し、それが流

れ積もった場所であるといえる。波浮港周辺で見られたような、水蒸気爆発の堆積物と見

られる巨礫を含む地層もあり、まさに海水と接触するような場所で噴火が起こっていたこ

とがわかる。 

  
図１３ 縞模様のある地層の調査    図１４ 大小の礫が含まれる地層 

 

⑤ 火山博物館 
大島火山や世界の火山の紹介が詳しい。1986 年の三原山噴火当時の様子などが詳しく

再現されていて、非常にわかりやすかった。千波の地層切断面の剥ぎ取り展示もあった。

火山の種類にもいろいろあるということがわかった。 

 
この後、宿舎に戻って宿泊した。夕食にくさやが出たのは衝撃だった。 

 

9／22（水） 
この日は 1986 年の噴火の様子を追跡するため、三原山山頂に向かう。宿の人が車で元

町まで運んでくれ、そこからバスで三原山山頂口に向かった。山登りのはずなのにそんな

に急傾斜に感じなかったのは、この山が玄武岩でできた楯状火山だからだろう。三原山山

頂口で下車。真っ白な霧が立ち込めていて何も見えないのが残念である。 

 

【1986 年噴火の概要】 
11 月 15 日～21 日 

 Ａ火口（中央火口丘三原山）より噴煙、マグマが噴き上げ、溶岩湖が形成される。 



 11 月 18 日～19 日にかけて、溶岩湖が溢れ、カルデラ内に流れ出す。 

11 月 21 日～23 日 

 Ｂ火口（カルデラ内割れ目火口）・Ｃ火口（カルデラ外割れ目火口）が相次いで開裂し、

溶岩が噴き出す。Ｃ火口からの溶岩流は元町市街に接する。全島避難命令が発令。 

その後、噴火活動は終息する。（12 月 18 日にＡ火口で間欠的小爆発が発生） 

12 月 3 日～22 日 全島民帰島が完了する。 

 

⑥ 1986 年溶岩流先端 
Ａ火口から溢れ出した溶岩の上に登って観察した。溶岩表面はガサガサしており、尖っ

た岩の上は靴を履いていても歩きにくい。岩石は黒い玄武岩で、気泡が含まれており、と

ころどころに白い斜長石が含まれている。溶岩というとハワイの溶岩のように流れている

印象があるため、表面はもっと滑らかなものだと思っていると、それはハワイに見られる

ようなパホイホイ溶岩だそうだ。ここにあるのはアア溶岩といって、粘性の違いでこうな

るらしい。 

  
図１５ 1986 年溶岩の先端に登る    図１６ 玄武岩を割ってみた様子 

  
図１７ 噴火の際に避難するシェルター   図１８ 1986 年溶岩の断面の様子 

溶岩流を降りてまた歩き始め、三原山（Ａ火口）を登り始める。途中で再び 1986 年溶

岩を横切る。ここでは溶岩の内部が切られて観察できる。ガサガサの部分は外側だけで、 

中は詰まった岩石になっていた。表面は固まった後も動くためバリバリに割れてしまうが、

内部は流れ終わってから固まるために外部とは様子が違ってくるのだそうだ。 



⑦ 三原山火口（A 火口） 
さらに歩いて中央火口丘である三原山に登り、溶岩や火山弾が積み重なった中を見学し

ながら火口展望台に到達した。Ａ火口付近では、現在も噴気が出ている岩の割れ目に直接

触れたり、きれいな形の火山弾を探したりした。下山し始めるとまもなく霧が晴れ始め、

カルデラ壁の山頂口についた頃には三原山の全景がはっきりと確認できた。 

 

 
図１９ 三原山の全景（黒い溶岩が 1986 年溶岩） 

 

⑧ Ｃ火口列と溶岩流 
山頂口の御神火茶屋で昼食後、徒歩でＣ火口列（カルデラ外の割れ目噴火口）を目指し

て徒歩で移動した。火口はすり鉢状の窪みになっており、樹木などがかなり進出している。

1986 年の噴火で元町市街地にあと 200ｍと迫った溶岩流は、このＣ火口列から流れ出して

いる。現在は遊歩道も設置され、火山弾を探しながら歩いた。溶岩も流れであり、地形的

に低い谷に沿って流れていることがよくわかった。 

  
図２０ Ｃ火口列より流出した溶岩      図２１溶岩の上を歩いて降りる 

 

おわりに  

2 日間であったが、スケールの雄大さと時間単位の長さ、自然の力のすごさを改めて感

じた。1986 年以降は伊豆大島の活動は穏やかだが、今後も激しい活動を繰り返すことは間

違いないだろう。筋肉痛にもなったが、貴重な体験のできた有意義な旅行だったと思う。 


